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Ⅰ . 研究の背景および目的

　近年、日本においても急速な勢いでキャッシュレス化が進められ、キャッシュレス・ポイン
ト還元事業まで行われている。子どもたちのなかで、“自分がお金を支払っている”という実
感がますます乏しくなっていくことが懸念される。
　これまで消費生活分野の学習に関しては、「商品の選択と購入」に関する授業実践研究など
数多く積み上げられてきた。教材は冷蔵庫から食材、洗剤など多岐に渡っており、どれも学習
者が主体的に考え、判断できる意思決定能力の育成をめざしている。近年では、持続可能な社
会の構築の観点も加わり、伊深氏の「チョコレートの授業」1）や堀内氏の「ジーンズから世界
が見える」2）のように社会のあり方にも目を向ける実践がみられる。神山氏は、シャンプー選
択の授業 3）において、最も学習効果が見られたのは、実際に自分で購入している生徒たちで
あることを示すとともに、生徒自身が興味を持って日常の生活の中で選択できる教材を使用す
ることが有効であることを明らかにした。
　他方、平成 20 年告示の学習指導要領に基づいた、小中連携教育の視点からの研究 4）も進め
られている。そこでは、小・中学校ともに“商品の購入方法”について取り扱うものの、購入
と密接な関係にある「物や金銭の大切さや使い方」については、小学校で取り扱う一方、中学
校では他の内容に重きが置かれており、それらは小学校においてより丁寧に指導していく必要
があることが示された。
　今後は、それらの知見をふまえ、平成 29 年度に告示された学習指導要領（以下、新学習指
導要領と表記）における小・中学校の系統性や関連性を明確にした上で、その視点を反映した
具体的な授業の提案と検証が求められる。
　そこで本研究では、新学習指導要領の「C 消費生活・環境」分野に焦点化し、具体的な授業
展開例として小中連携の視点から、中学校での「商品の選択と購入」に関する授業を構想・試
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行し、その有効性と課題について明らかにすることを目的とした。

Ⅱ . 研究内容及び方法

1.	小学校および中学校の新学習指導要領、並びに同解説における「C 消費生活・環境」分野の
内容を比較分析し、系統性・関連性について明確にした。
2. 新学習指導要領をふまえた上で小・中学校の 5 年間を見通した年間計画を作成し、中学校の
題材「身近な消費生活」（全 8 時間）を構成するとともに、令和元年 10 月 8 日に宮崎大学附属
中学校 2 年生 35 名を対象として「商品の選択（ランニングシューズ）」の授業を実施した。そ
の授業で学習者が記述したワークシートや班で作成したダイヤモンドランキング表などの内
容、及びビデオ録画した授業記録を分析し、授業の有効性と課題を明らかにした。

Ⅲ . 研究の成果と課題

　1. 新学習指導要領並びに同解説における「C 消費生活・環境」分野
　新学習指導要領並びに同解説における小・中学校の「C 消費生活・環境」分野の内容を表 1
に示した。平成 20 年告示と同様、新学習指導要領でも小・中連携は重視され、家庭科改訂の
趣旨にも「小・中・高等学校の内容の系統性の明確化」5）が明記された。自立した消費者を育
成するため、中学校との系統性を図り、小学校に「買い物の仕組みや消費者の役割」が新設さ
れている 6）。これによって、中学校の「消費者の権利と責任」に発展させていくことが容易に
なった。
　「物の（中学校では物資・サービス）の選び方、買い方、情報の収集・整理」に関しては、小・
中学校ともに取り扱う内容であるが、特に小学校ではその前提となる「物や金銭の大切さと計
画的な使い方」について理解することが求められる。これまで中学校で扱ってきた“売買契約”
の基礎を新学習指導要領では小学校で扱うことが「内容の取り扱い」に明記され 7）、これが、
中学校の“売買契約の仕組み”につながっていくことになった。このように“契約”が中学校
から小学校に下りてきたことにより、小学校においても、売買契約としての“買い物”をいか
に行うか、という“購入の仕方”を教える授業に教師の意識が強く向けられ、その前提となる“物
の使い方”に関する授業が軽視されないか懸念される。小学校では「物の買い方」そのものだ
けでなく、「使い方」と関連させた指導が必要であり、中学校では、それらをふまえた上で物資・
サービスの購入ができるようになることが求められよう。
　一方、学習指導要領解説においては、「商品の選択」に関して、小学校では、値段や分量、
品質などの観点から 8）、中学校では安全性、機能、価格、環境への配慮、アフターサービス等
の観点から 9）商品を選択することができるようにすることが示され、意思決定の際に考慮す
べき視点の広がりがみられる。
　その他、「販売方法」に関しては、平成 20 年告示と同様、小学校で“店舗販売”を取り上げ、
対面を中心とした購入の仕方を学ばせた上で、中学校では	“無店舗販売”を取り上げ、キャッ
シュレスの購入方法について触れるなど、生活経験等を考慮した小・中学校の学習内容の構成
となっている。
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表 1：新学習指導要領および同解説における「C 消費生活・環境」分野 

 

 

 

2. 本時「商品の選択 1（ランニングシューズ）」の授業構想と検討 

（1）小学校及び中学校の年間計画 

 令和元年度（平成 31 年度）の年間指導計画は、新指導要領をふまえた上で、小・中学校での

5 年間の学習を見通して作成した。「C 消費生活・環境」分野に関しては次のように、小学校で

は第 5 学年で題材「物や金銭の使い方を考えよう」（全 4 時間）を取り扱い、自分の身近な物の
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2. 本時「商品の選択 1（ランニングシューズ）」の授業構想と検討
（1）小学校及び中学校の年間計画
　令和元年度（平成 31 年度）の年間指導計画は、新指導要領をふまえた上で、小・中学校で
の 5 年間の学習を見通して作成した。「C 消費生活・環境」分野に関しては、小学校では第 5
学年で題材「物や金銭の使い方を考えよう」（全 4 時間）を取り扱い、自分の身近な物の購入
だけでなく、物の有効な使い方について学ぶ時間を確保している。そして第 6 学年での題材「よ
りよい生活について考えよう」（全 2 時間）および、題材「よりよい生活をめざして」（全 6 時
間）と関連が図れるよう題材を配列した。
　小学校でのそれらの学習をふまえ、中学校では第 2 学年に題材「身近な消費生活」（全 8 時間）
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購入だけでなく、物の有効な使い方について学ぶ時間を確保している。そして第 6 学年での題

材「よりよい生活について考えよう」（全 2 時間）および、題材「よりよい生活をめざして」（全

6 時間）と関連が図れるよう題材を配列した。 

 小学校でのそれらの学習をふまえ、中学校では第 2 学年に題材「身近な消費生活」（全 8 時間）

を配置し、表 2 に示した 3 つの小題材で構成した。本時は「商品の選択と購入」の第 1 時間目

にあたる。本時で取り扱う内容が本題材の後に設定されている題材「環境に配慮した生活」（全

3 時間）へつながるよう配慮している。また、さらにこれらの学習が第 2 学年最後の題材「生

活の課題と実践」に発展できるよう配列した。 

 

 

表 2：題材「身近な消費生活」（全 8 時間）の指導計画 

 

小題材目 授業内容 時間 

家庭生活と消費 生活設計・マネープランゲーム 1 

お金について 1 

商品の選択と購入 商品の選択 1（ランニングシューズ） 1（本時） 

消費トラブルの対処方法を考える 2 

商品の選択 2（ドライヤー） 1 

消費者の基本的な権利と責

任 

消費者の権利と責任 1 

自分の生活の環境への影響 1 

 

 

（2）本時「商品の選択 1（ランニングシューズ）」の授業構想 

 本時では、中学生に身近なランニングシューズを教材として取り上げ、以下の 2 つの視点か

ら授業を構想していった。 

●授業構想の視点 

＊  小学校との系統性を重視し、小学校で学んだ“商品選択の際の観点”を振り返る場、を
設定するとともに、さらにより広い観点から商品の選択ができるようにする。またそれ

らには、後の題材「環境に配慮した生活」とも関連する「原材料」や「リサイクル」な

どへも着眼できる資料を準備する。 

＊  中学生の消費生活の実態が反映できる場を設定し、商品の選択をする際に、自分たちの
興味・関心が先行した意思決定になっていないか、自らを見つめられるようになる。 

 

●本時の指導案 

１）本時の目標 

   ・商品選択における多様な観点と優先順位について考え、目的にあった商品選択につい

て理解することができる。 

   ・様々な販売方法のメリット・デメリットに目を向け、自分にはどのような販売方法が

適しているのか考えることができる。 
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２）指導過程 

 

過

程 
学習内容及び学習活動 指導上の留意点 資料 

時

間 

 

 

導

入 

１ 写真 1 のどの商品を購入する

か考える。（選択 A） 

 

２ 本時の目標を捉える。 

○  商品選択の変化を後で振り返る

ことができるように、まず写真 1 の

情報のみで選択させる。 

 

 

*ワークシー

ト 

*シューズの

写真（写真 1） 

4

分 

 

5

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３ ダイアモンドランキングを用

いて、商品選択の優先順位を話

し合う。【個人→班→全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 靴を購入する方法として、ど

のような店舗があるか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

５ もう一度、商品を選択する。 

                (選択 B) 

 

 

６ 店舗販売と無店舗販売の特徴

を考える。 

 

 

○商品を購入するとき、目的や条件に

よって購入する商品が異なってくる

ことを実感できるよう、状況を設定

する。 

○様々な観点で販売されているラン

ニングシューズの情報を提示する。 

○視覚的に優先順位をつけて考えや

すくするために、ダイアモンドラン

キング表を用いる。 

 

 

 

○様々な販売方法があることを確認

するために、どこで商品を購入する

か考えさせる。 

○中古販売されている販売方法にも

目を向けることができるように、値

引きされたシューズを提示。 

○販売方法のメリット・デメリットを

まとめる時間を設ける。 

 

○選択 A と比較し、小学校で学んだ観

点なども含め多様な観点から選択し

ていたか振り返らせる。 

 

○ネットの普及によるトラブルも意

識できるように、利用者が増加して

いることやそれに伴いトラブルも

増加していることを確認し、購入前

の確認ポイントを押さえる。 

 

 

 

 

*各シューズ

の情報資料

（写真 2） 

*ダイヤモン

ドランキング

表 

 

 

 

*リサイクル

店での価格 

（写真 3） 
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分 

 

 

 

 

 

 

34

分 

 

 

38

分 

 

 

 

 

48

分 

 

終

末 

７ 次時の学習を確認する。 ○次時は、ネットトラブルから様々な

消費者問題について学習していく

ことを確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

50

分 

 

 

大型店  
リサイクル店  
専門店  
小売店  
ネットショッピング  
ネットリサイクルサイト  
ネットオークション  

設定  
１ ２ 月 に あ る 持 久 走 大 会 で 使 用 す
るために、ランニングシューズを５
０００円以内で買うことにした。  

ラ ン ニ ン グ シ ュ ー ズ の セ ー ル ス ポ
イント  
価格、安全性、品質（機能性）、保
証・アフターサービス、環境  
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を配置し、表 2 に示した 3 つの小題材で構成した。本時は「商品の選択と購入」の第 1 時間目
にあたる。本時で取り扱う内容が本題材の後に設定されている題材「環境に配慮した生活」（全
3 時間）へもつながるよう学習内容を構成している。また、さらにこれらの学習が第 2 学年最
後の題材「生活の課題と実践」に発展できるよう配慮した。

（2）本時「商品の選択 1（ランニングシューズ）」の授業構想
　本時では、中学生に身近なランニングシューズを教材として取り上げ、以下の 2 つの視点か
ら授業を構想していった。
●授業構想の視点
　＊小学校との系統性を重視し、小学校で学んだ“商品選択の際の観点”を振り返る場を設定

するとともに、さらにより広い観点から商品の選択ができるようにする。またそれらには、
後の題材「環境に配慮した生活」とも関連する「原材料」や「リサイクル」などへも着眼
できる資料を含める。

　＊中学生の消費生活の実態が反映できる場を設定し、商品の選択をする際に、自分たちの興
味・関心が先行した意思決定になっていないか、自らの現状を見つめられるようにする。

●本時の指導案
１）本時の目標
　　　・商品選択における多様な観点と優先順位について考え、目的にあった商品選択につい

て理解することができる。
　　　・様々な販売方法のメリット・デメリットに目を向け、自分にはどのような販売方法が

適しているのか考えることができる。

２）指導過程

宮本　由宇・伊波　富久美・ 山口　麻衣子・ 岩見　ミカ・大矢　英世 67　



 5 

２）指導過程 

 

過

程 
学習内容及び学習活動 指導上の留意点 資料 

時

間 

 

 

導

入 

１ 写真 1 のどの商品を購入する

か考える。（選択 A） 

 

２ 本時の目標を捉える。 

○  商品選択の変化を後で振り返る

ことができるように、まず写真 1 の

情報のみで選択させる。 

 

 

*ワークシー

ト 

*シューズの

写真（写真 1） 

4

分 

 

5

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３ ダイアモンドランキングを用

いて、商品選択の優先順位を話

し合う。【個人→班→全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 靴を購入する方法として、ど

のような店舗があるか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

５ もう一度、商品を選択する。 

                (選択 B) 

 

 

６ 店舗販売と無店舗販売の特徴

を考える。 

 

 

○商品を購入するとき、目的や条件に

よって購入する商品が異なってくる

ことを実感できるよう、状況を設定

する。 

○様々な観点で販売されているラン

ニングシューズの情報を提示する。 

○視覚的に優先順位をつけて考えや

すくするために、ダイアモンドラン

キング表を用いる。 

 

 

 

○様々な販売方法があることを確認

するために、どこで商品を購入する

か考えさせる。 

○中古販売されている販売方法にも

目を向けることができるように、値

引きされたシューズを提示。 

○販売方法のメリット・デメリットを

まとめる時間を設ける。 

 

○選択 A と比較し、小学校で学んだ観

点なども含め、多様な観点から選択し

ていたか振り返らせる。 

 

○ネットの普及によるトラブルも意

識できるように、利用者が増加して

いることやそれに伴いトラブルも

増加していることを確認し、購入前

の確認ポイントを押さえる。 

 

 

 

 

*各シューズ

の情報資料

（写真 2） 

*ダイヤモン

ドランキング

表 

 

 

 

*リサイクル

店での価格 

（写真 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30

分 

 

 

 

 

 

 

34

分 

 

 

38

分 

 

 

 

 

48

分 

 

終

末 

７ 次時の学習を確認する。 ○次時は、ネットトラブルから様々な

消費者問題について学習していく

ことを確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

50

分 

 

 

大型店  
リサイクル店  
専門店  
小売店  
ネットショッピング  
ネットリサイクルサイト  
ネットオークション  

設定  
１ ２ 月 に あ る 持 久 走 大 会 で 使 用 す
るために、ランニングシューズを５
０００円以内で買うことにした。  

ラ ン ニ ン グ シ ュ ー ズ の セ ー ル ス ポ
イント  
価格、安全性、品質（機能性）、保
証・アフターサービス、環境  
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写真 1：提示された 6 種類のランニングシューズ         

 

 

写真 2：シューズ情報の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）商品選択の観点と理由 

本時では、まず導入部で写真 1 の 6 種類のランニングシューズ（メーカー名が付記）を提示

し、その中から“自分だったらどの商品を購入するか”選択させた（選択 A）。この段階では表

3 に示したように、シューズ③を選ぶ学習者が最も多く、それを選んだ理由として、35 名中 23

名がデザインやメーカー（ブランド）を挙げていた。その一方で、機能性（履きごごち）に言

及した学習者は 8 名、価格への言及は 1 名であり（重複あり）、「なんとなく」や無記入など、

理由をあげられない者も 6 名みられた。 

 これは選択 A の際に示された情報が、シューズのカラー写真とメーカー名だけだったこと

が、強く影響していると考えられるが、教師に値段など他の情報を問うてきた学習者はクラス

で 2、3 名であり、与えられた情報のみで判断しようとしていた。小学校で価格や品質などの観

点から購入の判断をすることについて学んだにもかかわらず、それらに意識が向けられないま

ま、デザインやメーカー（ブランド）だけで選択していたといえよう。このような傾向は、中

学生によく見られるのではなかろうか。したがって、小学校での既習内容を振り返るとともに、

シューズをデザインやメーカー（ブランド）指向（だけ）で決定をしようとしていた自分を見

つめる場を設定することが重要である。 

Ｎｅ ｗ ｂ ａ ｌ ａ ｎ ｃ ｅ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ Ｓ ａ ｄ ｉ ｄ ａ ｓ

ミ ズノ Ｎ Ｉ Ｋ Ｅ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ Ｓ

① ② ③

④ ⑤ ⑥

Ｎｅｗ ｂａｌａｎｃｅ ￥３５００① ａｄｉｄａｓ ￥４０００③

消費生活分野における小中連携を視点とした授業の構想と実践　68



 6 

写真 1：提示された 6 種類のランニングシューズ         

 

 

写真 2：シューズ情報の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）商品選択の観点と理由 

本時では、まず導入部で写真 1 の 6 種類のランニングシューズ（メーカー名が付記）を提示

し、その中から“自分だったらどの商品を購入するか”選択させた（選択 A）。この段階では表

3 に示したように、シューズ③を選ぶ学習者が最も多く、それを選んだ理由として、35 名中 23

名がデザインやメーカー（ブランド）を挙げていた。その一方で、機能性（履きごごち）に言

及した学習者は 8 名、価格への言及は 1 名であり（重複あり）、「なんとなく」や無記入など、

理由をあげられない者も 6 名みられた。 

 これは選択 A の際に示された情報が、シューズのカラー写真とメーカー名だけだったこと

が、強く影響していると考えられるが、教師に値段など他の情報を問うてきた学習者はクラス

で 2、3 名であり、与えられた情報のみで判断しようとしていた。小学校で価格や品質などの観

点から購入の判断をすることについて学んだにもかかわらず、それらに意識が向けられないま

ま、デザインやメーカー（ブランド）だけで選択していたといえよう。このような傾向は、中

学生によく見られるのではなかろうか。したがって、小学校での既習内容を振り返るとともに、

シューズをデザインやメーカー（ブランド）指向（だけ）で決定をしようとしていた自分を見

つめる場を設定することが重要である。 

Ｎｅ ｗ ｂ ａ ｌ ａ ｎ ｃ ｅ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ Ｓ ａ ｄ ｉ ｄ ａ ｓ

ミ ズノ Ｎ Ｉ Ｋ Ｅ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ Ｓ

① ② ③

④ ⑤ ⑥

Ｎｅｗ ｂａｌａｎｃｅ ￥３５００① ａｄｉｄａｓ ￥４０００③

（3）商品選択の観点と理由
　本時では、まず導入部で写真 1 の 6 種類のランニングシューズ（メーカー名が付記）を提示し、
その中から“自分だったらどの商品を購入するか”選択させた（選択 A）。この段階では表 3
に示したように、シューズ③を選ぶ学習者が最も多く、それを選んだ理由として、35 名中 23
名がデザインやブランド（メーカー名）を挙げていた。その一方で、機能性（履きやすさ）に
言及した学習者は 8 名、価格への言及は 1 名であり（重複あり）、「なんとなく」や無記入など、
理由をあげられない者も 6 名みられた。
　これは選択 A の際に示された情報が、シューズのカラー写真とメーカー名だけだったこと
が、強く影響していると考えられるが、教師に値段など他の情報を問うてきた学習者はクラス
で 2、3 名であり、与えられた情報のみで判断しようとしていた。小学校で価格や品質などの
観点から購入の判断をすることについて学んでいるのであるが、それらに意識が向けられない
まま、デザインやブランドだけで選択していた学習者が多かったといえよう。このような傾向
は、中学生によく見られるのではなかろうか。したがって、小学校での既習内容を振り返ると
ともに、シューズをデザインやブランド志向で決定をしようとしていた自らの現状を見つめる
場を設定することが重要である。
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表 3：シューズの選択とその理由 

 
             

 

（4）ダイヤモンドランキングを介した他者との相互作用 

 選択 A の後、教師は「１２月にある持久走大会で使用するために、ランニングシューズを５

０００円以内で買う」という状況設定をした上で、それぞれのシューズのセールスポイント、

すなわち 6 種類のシューズ各々に関する詳細な情報が掲載された資料を配布した（その例を写

真 2 に示す。各資料は現実の生活に近づけるため多様なままにしており、含まれる観点は一様

ではない。）。そして学習者に「それらの情報をもとに購入時に大事にしたいポイントはどのよ

うなものか」考えさせた。その後、学習者は個々の意見を班に持ち寄り、紹介し合いながらそ

れぞれのポイントの重要度についても検討し、ダイヤモンドランキング表を完成させた。その

結果を図 1 に示す。 

 「価格」（「値段」）が、「デザイン」や「メーカー」（ブランド）よりも上位になっていたのは

＊選択理由は、学習者の記述内容を筆者が観点別に分類

した  

・なんとなく

・なんとなく

（4）ダイヤモンドランキングを介した他者との相互作用
　選択 A の後、教師は「１２月にある持久走大会で使用するために、ランニングシューズを
５０００円以内で買う」という状況設定をした上で、それぞれのシューズのセールスポイント、
すなわち 6 種類のシューズ各々に関する詳細な情報が掲載された資料を配布した（その例を写
真 2 に示す。各資料は現実の生活に近づけるため多様な記載内容のままにしており、含まれる
観点は一様ではない。）。そして学習者に「それらの情報をもとに購入時に大事にしたいポイン
トはどのようなものか」考えさせた。その後、学習者は個々の意見を班に持ち寄り、班で紹介
し合いながらそれぞれのポイントの重要度についても検討し、ダイヤモンドランキング表を完
成させた。その結果を図 1 に示す。
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10 班中 6 班、同程度の重要度としていた班は 2 班あった。また概観すると、「はきごごち」や

「性能」、「動きやすさ」といった機能性に関わる記述も多く、そこに広く目が向けられている

ことがわかる。その他、「原産国」や「素材」など環境に関連していく記述もみられた。なかに

は、「長く使えるか」、「耐久性」など小学校での“物や金銭の使い方”の学習につながる記述も

みることができた。そのように学習者は、提示された情報をフルに活かして、商品を購入する

際のポイントに目を向け、ランキング表を作成していた。 

したがって、商品を選択するにあたっては、そのような様々な情報を収集し、多様な観点か

ら吟味して意思決定していく営みに気づくとともに、それらをランキングしていく過程で、重

要度を考え優先順位をつけていく必要があることに目を向けたのではなかろうか。 

 さらに、グループ内での話し合いだけでなく、ランキング結果をクラス全体で共有すること

によって、さらに相互作用の範囲を広げ、商品選択する際の観点及び優先順位の多様性に触れ

ることができたと考える。 

 

図 1：各グループが作成したダイアモンドランキング表 

 

 

（5）商品選択と観点の変化 

その後、販売方法について考えさせるため、教師はスーパーや専門店などの多様な店舗やネ

ットショッピングを示した。「自分ならどこでシューズを購入するか」について考えさ、それら

　「価格（値段）」が、「デザイン」や「メーカー（ブランド）」よりも上位になっていたのは
10 班中 5 班、同程度の重要度としていた班は 2 班あった。また概観すると、「はきごごち」や「性
能」、「動きやすさ」といった機能性に関わる記述も多く、そこに広く目が向けられていること
がわかる。その他、「原産国」や「素材」など環境に関連していく記述もみられた。なかには、「長
く使えるか」、「耐久性」など小学校での“物や金銭の使い方”の学習につながる記述もみるこ
とができた。そのように学習者は、提示された情報をフルに活かして、商品を購入する際のポ
イントに目を向け、ランキング表を作成していた。
　したがって、商品を選択するにあたっては、そのような様々な情報を収集し、多様な観点か
ら吟味して意思決定していく営みに気づくとともに、それらをランキングしていく過程で、重
要度を考え優先順位をつけていく必要があることに目を向けたと考えられる。
　さらに、グループ内での話し合いだけでなく、ランキング結果をクラス全体で共有すること
によって、さらに相互作用の範囲を広げ、商品選択する際の観点及び優先順位の多様性に触れ
ることができたと考える。

（5）商品選択と観点の変化
　その後、販売方法について考えさせるため、教師はスーパーや専門店などの多様な店舗やネ
ットショッピングを示した。「自分ならどこでシューズを購入するか」について考えさ、それ
らの販売方法のメリットとデメリットについて話し合わせた。その際、写真 3 も示してリサイ

宮本　由宇・伊波　富久美・ 山口　麻衣子・ 岩見　ミカ・大矢　英世 71　



 9 

の販売方法のメリットとデメリットについて話し合わせた。その際、写真 3 も示してリサイク

ル店では低価格での商品購入が可能であることにも触れている。そして写真 1 の 6 種類のシュ

ーズに写真 3 のリサイクル品 3 種（④’、⑤’、⑥’）を加えた 9 種類の中から、再度、学習者に

「どの商品を選択するか」記入させた（選択 B）。その結果を 2 回目の選択として表 3 に示して

いるが、半数以上の学習者が、リサイクル品を選んでいた。これは班でのダイヤモンドランキ

ングで価格が上位にあげられていた結果とも重なる。 

 

写真 3：リサイクル店での価格 

 

 

個々の学習者別に、授業当初の選択 A と選択 B を比較すると、班でのダイヤモンドランキン

グ活動やクラス全体での検討と共有、教師による働きかけなどの相互作用によって、次のよう

な変化が生じていた。 

 “商品選択”自体に関しては、図 1 のように、学習活動後に“1 回目(選択 A)とは異なるメ

ーカーの商品を選択”した学習者は 57％であり、同じメーカーの商品でもリサイクル品を選択

した学習者が 14％であった。変化が無かったのは 26％で、7 割強の学習者が 2 回目(選択 B)で

は違うシューズを選んでいた。 

また、“選択理由”に関しては、授業の導入の段階（選択 A）では、ほとんどの学習者が選択

した理由（観点）を 1 つしか挙げられておらず、理由を挙げることのできなかった（「何となく」

など）選んでいた学習者も 6 名みられた（表 3）。それが学習活動後の 2 回目（選択 B）では、

図 2 に示したように、授業当初より観点を増加させた学習者、すなわち言及した観点が 1 つ増

えた学習者が 43％、2 つ増えた学習者が 26％、合計 69％みられた。意思決定する際の視野が授

業を通して広がったといえよう。 

 

図 1：商品選択の変化                図 2：個人の観点の変化 

 

57%
14%

26%
3% 1回目（選択A）と異なる商品

同じ商品でもリサイクル品

1回目（選択A）と同じ商品

不明

26%

43%

28%
3%

2増加
1増加
変化なし
減少

④ʼ ⑤ʼ ⑥ʼ
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の販売方法のメリットとデメリットについて話し合わせた。その際、写真 3 も示してリサイク
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ングで価格が上位にあげられていた結果とも重なる。 
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した学習者が 14％であった。変化が無かったのは 26％で、7 割強の学習者が 2 回目(選択 B)で

は違うシューズを選んでいた。 

また、“選択理由”に関しては、授業の導入の段階（選択 A）では、ほとんどの学習者が選択

した理由（観点）を 1 つしか挙げられておらず、理由を挙げることのできなかった（「何となく」

など）選んでいた学習者も 6 名みられた（表 3）。それが学習活動後の 2 回目（選択 B）では、

図 2 に示したように、授業当初より観点を増加させた学習者、すなわち言及した観点が 1 つ増

えた学習者が 43％、2 つ増えた学習者が 26％、合計 69％みられた。意思決定する際の視野が授

業を通して広がったといえよう。 

 

図 1：商品選択の変化                図 2：個人の観点の変化 
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クル店では低価格での商品購入が可能であることにも触れている。そして写真 1 の 6 種類のシ
ューズに写真 3 のリサイクル品 3 種（④’、⑤’、⑥’）を加えた 9 種類の中から、再度、学習
者に「どの商品を選択するか」記入させた（選択 B）。その結果を 2 回目の選択として表 3 に
示しているが、半数以上の学習者が、リサイクル品を選んでいた。これは班でのダイヤモンド
ランキングで価格が上位にあげられていた結果とも重なる。

　個々の学習者別に、授業当初の選択 A と選択 B を比較すると、班でのダイヤモンドランキ
ング活動やクラス全体での検討と共有、教師による働きかけなどの相互作用によって、次のよ
うな変化が生じていた。
　	“商品選択”自体に関しては、図 1 のように、学習活動後に“1 回目 ( 選択 A) とは異なるメ
ーカーの商品を選択”した学習者は 57％であり、同じメーカーの商品でもリサイクル品を選
択した学習者が 14％であった。変化が無かったのは 26％であり、およそ 7 割の学習者が 2 回
目 ( 選択 B) では違うシューズを選んでいた。
　また、“選択理由”に関しては、授業の導入の段階（選択 A）では、ほとんどの学習者が選
択した理由（観点）を 1 つしか挙げられておらず、理由を挙げることのできなかった（「何と
なく」など）学習者も 6 名みられた（表 3）。それが学習活動後の 2 回目（選択 B）では、図 2
に示したように、授業当初より観点を増加させた学習者、すなわち言及した観点が 1 つ増えた
学習者が 43％、2 つ増えた学習者が 26％、合わせて 7 割近くみられた。意思決定する際の視
野が広がったといえよう。
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3. 今後の課題

　本時の授業で、学習者は小学校で学んだ内容を振り返りながら、より広い観点からの商品選
択とそれらの観点に優先順位をつけた選択が必要であることに目を向けることができたといえ
る。教材として選定したランニングシューズは体育の授業や部活などで日常的に使用し、学習
者にとっては身近で興味のある対象であり、学習意欲を喚起することができた。また、ついデ
ザインやブランド志向に走ってしまいがちな自らの現状を意識させる場を提供することができ
た。しかし、ランニングシューズでは、安全性についての言及は行われにくい。この点は、次
の「商品の選択 2（ドライヤー）」で補い、「消費者の基本的な権利と責任」などに展開してい
く必要がある。また、各シューズの多様なセールスポイントが示され、学習者はそれを手掛か
りに、ランキング表を作成していたが、その表現はまちまちであった。クラス全体でランキン
表を共有する場面で、学習者から挙げられたポイントを整理し、観点別に示すことができると
より効果的であった。
　一方、本時では 5000 円以内との予算を設定したことにより、価格が強く意識されリサイク
ル品に目が向けられた。その延長上で、小学校で学習し、本時でも一部の班が言及していた「長
く使う」という使い方との関連で購入を考えられるようにしていくこと、また、後の題材「環
境に配慮した生活」につなげて再度、取り上げていくことも重要であろう。
　他方、本時で学習した商品購入の観点の広がりと優先順位をつけた選択を定着させていくに
は継続的な働きかけが必要である。そのために、再度それらを振り返ることのできる題材配列
や、日常生活において振り返る場（例えば修学旅行との関連など）の検討が今後の課題である。
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